
那須塩原市立大山小学校防災教育
生
約
１
１
０
名
が
参
加
し
た
。
教
育
で
は
、
那
須
塩
原
市
危
機
管
理
課
等
の
協
力
に
よ
り
、

験
が
終
わ
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分

度
か
実
施
し
て
い
く
う
ち
に
、
上
達
し
て
い
る

ま
た
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
体
験
と
止
血
体

本
教
育
は
大
田
原
地
域
事
務
所
と
し
て
昨
年
度
に
引
き
続
き
行
わ
れ
、
大
山
小
学
校
６
年

体
験
な
ど
を
行
い
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
揚
さ
せ
る
目
的
で
行
わ
れ
た
。

れ
な
い
動
作
で
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
が
、
何

か
れ
て
薪
作
り
や
火
を
お
こ
し
体
験
、
非
常
食

害
の
時
に
役
立
つ
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え
て
よ

大
田
原
地
域
事
務
所
は
「
今
後
も
、
学
校
と

大
田
原
地
域
事
務
所
は
、
身
近
に
あ
る
も
の
を
利
用
し
た
応
急
的
な
止
血
方
法
（
タ
オ
ル

ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
体
験
、
火
お
こ
し
体
験
及
び
非
常
食
（
レ
ト
ル
ト
食
品
）
の
炊
き
出
し

と
鉛
筆
に
よ
る
止
血
法
）
を
行
い
、
生
命
を
守
る
手
段
の
一
例
を
教
育
し
た
。
最
初
は
、
慣

姿
が
確
認
で
き
た
。

の
炊
き
出
し
体
験
を
行
っ
た
。
食
後
に
各
グ
ル

か
っ
た
」
な
ど
と
笑
顔
で
述
べ
て
い
た
。

し
く
で
き
た
」「
お
米
が
少
し
硬
か
っ
た
」「
災

ー
プ
に
感
想
を
聞
い
て
み
る
と
「
と
て
も
お
い

「自衛隊・警察・消防合同職業説明会」小山市中央公民館で開催

役
所
の
支
援
を
受
け
開
催
し
た
。

け
る
説
明
会
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

小
山
地
域
事
務
所
は
、「
今
回
の
説
明
会
は
初
め
て
県

か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
た
実
施
を
し
て
い

館
に
お
い
て
公
安
系
３
団
体
合
同
職
業
説
明
会
を
小
山
市

衛
隊
・
警
察
・
消
防
の
魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
説
明
す
る

し
い
説
明
を
聞
く
な
ど
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。

自
衛
隊
募
集
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
様
々
な
方
法
で
行

こ
と
が
で
き
た
。
特
に
、
説
明
会
終
了
後
の
個
別
対
応
で

当
日
は
朝
早
く
か
ら
説
明
会
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
自

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
小
山
地
域
事
務
所
（
所
長

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
興
味
あ
る
参
加
者
が
さ
ら
に
詳

南
エ
リ
ア
で
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
栃
木
県
内
南
部
以
外

い
、
自
衛
隊
へ
の
興
味
や
理
解
促
進
を
図
り
、
今
後
も
積

極
的
に
募
集
活
動
に
推
進
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

自衛隊栃木地方協力本部

～就職の一助に～

止血法を展示する様子

薪割り・火おこし体験の様子

挨拶をする大田原地域事務所長

説明会実施状況

栃
木
地
方
協
力
本
部
大
田
原
地
域
事
務
所
（
所
長　

松
田
１
陸
尉
）
は
、10
月
30
日
（
木
）

及
び
31
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た
那
須
塩
原
市
立
大
山
小
学
校
防
災
教
育
を
支
援
し
た
。

の
連
携
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
衛
隊

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

月
２
日
（
日
）、
小
山
市
中
央
公
民
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小
林
１
空
尉
）
は
、


